
２月１２日 朝６時より行動開始。

庶民の足、TUK-TUKで遺跡まで走ります。

カンボジアは決して富んでいません。 こんな建物は金持ちの部類です。

朝日が上がりきったアンコールワット 思い切り逆光になっちゃうのん。。

まぁ、

そこそこ、

神秘的ではあるのですが



やっぱり西向きに作られた寺院は午前中の観光には不向きですわ。

へーい、
観光の順番を間違ったそこの姉ちゃん、
俺の背中に乗ってかない？

やっぱり別の場所に行こうっと。

ってなわけで、ドライバーに別の寺院へ行くようにお願いしたのです。



バイヨンという場所に着きました。

とってもかわいい女の子。
遺跡に物乞いはつきものです。 お菓子を上げたら頭を下げました。

ううう。こんなに小さいのに。



「急な階段ですねー。」とリポートする母。
その後の自分の運命を、まだここでは知らないのです。

続いては、「タ・ケオ」という名前の寺院。何だか日本男性の名前みたい。



足幅くらいしかない階段 しかも急だし。。。

やっとこさ上ったのに
また同じような（もっと長い）
階段が目の前に。。。



男性はひょいひょい上がっていく所ですが 母はこんな感じ。

ぜぇぜぇ言いながら、ようやく階段を登り切りました。

ん？向こうに見えるのは。。？



タケオっっっ（怒）
いーかげんにしなさい！！

誰がもう登るかいっっっ

疲れきった母であったが、 その後なぜかスペイン男性に気に入られていた。
３日目は根っこの遺跡へ行くのだーーーー。


